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＊ 1

Ie ま え が き

　北部 フ ォ ッ サ ・マ グナ 地 域 の ，中北 信地 方 に 広 く分

布す る中新世中期 〜鮮新 ・洪積世 の 砕屑岩類 は ， グ リ

ン タ フ 地 域内陸部の 海成第三 系 と して 古 くか ら研 究 が

すす み
， 多 くの す ぐれ た 報告 が な され て い る．

　筆者 ら は ， 北部 フ ォ ッ サ ・マ グナ地域 の 地質構造 発

達史 を，従来 ま で の 膨 大 な る 知 見 を 基 礎 に して，さ ら

に それ を詳細 に 明 らか に す る こ とを目標 に して，工973

年 6 月以来，当時卒論 な ど で 調査 を行 な っ て い た 信 州

大学，金沢大学，東京教育大 学，京都大学 の 学生
・
院

生 を中心 に グル
ープ を発足 させ ， 共 同 で 研究 を続 け て

きた ．グ ル
ープ は ，広域 に わ た る 層序

・
構 造 の 解 明 を

当面 の 目標 に し， 個 入 の 地質調査 を基本 に お きな が ら

巡 検 ・共 同調 査 ・ま と め と討 論 の 集会 を 重 ね て ，
コ ン

パ イル マ ッ プ の 作成 を行 な っ て きた．

　 そ の 結果，層序 や 構 造 な ど 基本的 な 問題 に 関遵 す る

新 しい 事実 が い くつ か 明 らか に な っ た ，本論 で は ， そ

れ ら をも と に こ の 地域 に お け る 中新世 中期
〜

鮮新 ・
洪

積世 に 至 る 時期 の 構造発達 史 ， と くに ，堆積盆 地 の 発

生 と そ の 後の 拡 大
・縮 小

・
移 動 と そ の 運動 に 関連 する

火 山 活動 の 性格 な どに つ い て 考察する．

　本論 に は筆者 らの 調 査 の 不 十 分 さ ， 未熟 さか ら， 多

くの 誤 り ・独断 も含 ま れ て い る と 思 わ れ る，諸賢 の 遠

慮 の な い 御批判 を い た だ き，さらに 研究 を深 め た．い ．

　な お ， 報 告 す る 地域 は ，・
長野県中

〜
北部地方 の 犀 川

流域 で あ る （第 1 図）．筆者 らの うち，鈴 木 が 長 野 市
〜信

州新町 地 域 ， 矢 野 ・村 山が 高府向斜 中〜北部地域 ， 柴

田 ・杉 山 ・柳沢 が 日影 向斜 地 域 竹 内 ・坂 本 が 犀 川 背

斜部 お よ び 高府向斜南部地域，水野 が 込地向斜
〜

野間

背斜 地 域 を 主 と し て 調査 した．

　本論 文 をま とめ るに あた っ て多 くの 方 が た に お 世話

に な っ た。東京教育大学藤 田至則 氏 に はグル
ープ 発足

に 際 して 多 くの 助 言 を い た だ い た．信 州 大 学 山 下 昇 氏

に は 研 究方法，論文 の ま とめ 方な どの 点 で 御指導 い た

だ い た．新潟大学島津光夫 氏 ， 植村武 氏，金沢大学紺

野義夫 氏 京都大学地向斜堆 積 グル ープ の 方が た に は，

筆者 らの 個 人 研 究に お い て 多くの 御指 導 を い た だ い

た．ま た，構 造地質研 究会 の 1973年度 「夏の 学校」の

巡検 の 折 に は 多くの 会員 か ら助言 をい た だ き， 第 29 回

地 学 団体研究会総会 で は 多 くの 方が た か ら貴重な ご 意

見 をい た だ い た ．グ ル ープ の まとめ の 集会 に は ， 信州

大学理 学部地質学教室 ， 同理 学部付属 臨湖実験所 を た

び た び使用 させ て い た だ き，教職 貝 の 方 が た に 種 々 の

お世話に な っ た，信州大学理 学部地質 学教室の 藤 田敬

氏 に は，図表 の 製作 に 大変お 世 話 に なっ た．以上 の 方

が た に 心 か らお礼 申 し上げ る．

＊ 1 小±M　A，栄 （信州 大学 ｝．水野 学 （新 潟大学 ｝，村 山進 （秋 田 県庁 1，坂

　 本満 （金沢 大 学），柴 田 憲
一

（大井 中学校 ｝，杉 山 茂 （三祐 シ ス テム

　 開 発セ ン タ
ー

｝，鈴 木
一

久 （京都 大学 ），竹内章 〔大 阪市 立 大 ）．柳 沢

　 昇 （望 星 企 業 ），矢 野 孝雄 〔新 潟 大学 ） （ア ル フ ァ ベ ッ ト順 ）
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II．地質の 概略

　 北 部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ地域 の ほ ぼ 中央部 に 位置す る

本地域 に は，新 第三紀 の厚 い 堆積岩類 が ，そ の 北部 に

お い て はお よそ NE − SW 方向， 南部 で は NNE − −

SSW 方向の 軸をもっ た褶曲構造 に 支配 さ れ て 広 く分

布 して い る．調査地域 西縁部 に は 中山 断層が ，また ，

そ の 西 側 に は，糸 魚 川
一

静 岡構 造 線 が そ れ ぞ れ ほ ぼ

NS 方向 に 走 っ て い る．調査 地 域南東方 の 上 田 小 県 （ち

い さが た ）地 方，お よび 北西側 の 小谷 （お た り）地 方

か ら新潟 県難波 山に か け て の 地 域 に は，下部中新統 の

グ リ ン タ フ 層や砕屑岩類 が ほ ぼ NE − SW 方向 に 分布

して お り， さらに，それ らに 第三紀花 こ う岩類 が 貫 入

して 隆 起帯 を形づ くっ て い る （内村 団 研 グ ル
ープ

，

1953；西 田 ほ か ，
1974 ＞，南東側 の 隆起帯は中央隆起帯

（フ ォ ッ サ ・
マ グ ナ研究 グル

ープ
， 1958）， 北西側 の そ

れ は小谷隆起帯 （平林 ， 1967，1969）と呼ばれ て い る，

中央隆起帯地域 に 分布 す る中新世 中期 以 降 の 地 層は，

層相や層厚変化 が 比較 的 少 な く，傾斜 が 平均 10
“− 20

’

程 度で ほぼ NS 方向 の 軸 を もっ た ゆ る や か な褶 曲構

造を呈 して い る．調査 地 域は 両隆起帯に は さ ま れ た 沈

降帯 に あ た り，中新世 中期以降 の 厚 い 地 層が 将 棋倒 し

構 造を と っ て 分布 し，最 大層厚 の 積算はお よそ 7000m

に達 して い る．

　調査地域 お よび そ の 周辺 の 新 第三 系 に つ い て ，本間

（1931）は，下位 よ り守 屋 ・内村 ・別所 ・青木 ・
小川

・

棚 （しが ら み ）の 各累層 に 区分 した ．富沢 （1962＞ は

柵累層 の 上位に 猿丸 累 層 を もうけ る こ と を提 唱 し た

が ，
こ れ ら の 名称 は ， 今 日で は北 部 フ ォ ッ サ ・マ グナ

地 域中央部 の 新 第三 系標準層序名 と して 広 く採用 さ れ

て い る。しか しなが ら， 各層の 細か い 定義 ， 区分，層

位関係に つ い て は研究者 に よ っ て い くっ もの 食 い 違 い

が み られ る．ま た，標 準層序 の そ れ ぞ れ に 対 応 した 標

式 地 の 設定 の しか た も確 定 して い な い の が 現状 で あ

る．

　そ こ で，筆者 ら は 以下 の よ うに 標式地 の ル
ー

トを設

定し，部層の 対比 を行な っ た （第 1表 ）．すなわち ， 別

所累層 は 明 科 （あか しな）付 近 より北方 へ 犀川背斜の

軸部に 沿 っ て 分布す る明科 黒色泥岩層 と し， そ の 上 限

は 生坂 （い くさ か ）村上 生 坂 付 近 の 犀 川 河 床 に 露 出 す

る礫 岩層の 基底 と定め た．青木層〜
小川層下部は麻績

（お み ）川 沿 い を標 式ル
ー

トと し，青 木 層 下 部 は 細 田

砂岩泥岩層 ， 青木層上 部 は 赤松砂 岩泥岩層，小川層下

部は差切 （さしきり）砂岩礫岩層 ・重 （しげ ）夾炭層 ・

中込 （なか ご み ）凝灰岩 層に よ っ て それぞれ定義 した ．

小 川層上 部〜
概 層下部 は 土 尻 川 上 流 を 標式 ル ート と

し，小川層上部 は境ノ宮砂岩泥岩層，棚 層
’
下部 は高府

　（た か ふ ）泥岩層に よ っ て そ れ ぞ れ定義 した．棚層中

・部以上 の 地 層は裾花 川中流 を標式 ル
ー 1・と し， 棚層中

部 は 荒倉 山 火 砕岩層，柵 層上 部 は 荻久保砂 岩泥岩層，

猿丸層卞部 は 猿丸層下 部礫岩砂岩層 ， 猿丸層上部 は 猿

丸層上部砂 岩礫岩層をもっ て それぞれ定義 した．

A ，守屋 ・内村累層

Me 層序

　守 屋累層，内村累層 は 調 査地域 内 に は 分布せ ず，よ

り東方 の 内村地域，河 東山塊，守屋 山付近 に 広 く分 布

するグ リン タ フ層主体 の 火砕岩類 で あ る （内村団研 グ

ル
ープ，1953； 山岸，1953）．

B ．別所累層

　別所累層は その 分布 の 中心 が 本地域 の 東方〜南方 に

ある．調査地 域内 で は 明科北方に 分布する明 科 黒色泥

岩層が 相当す る が ， 下 限 は 露 出 して い な い ．明 科 黒色

泥岩層 は ちみ つ な 黒 色泥岩を主 とす るが ，上 部 に は 灰

色をお び た 砂泥互層 が 多 くは さまれ て い る．また ，ま

れ に 厚 さ 1m 程度 の 細礫岩， 含礫泥 岩がは さまれ る．

ス ラ ン プ 構造 が
一

般的に 観察 され る．構造的 に は 犀 川

背斜 の 南方延 長部 に あ た り，地 層 は NS 走 向 で 60
’〜

80
°
の 傾 斜 をもつ 部分 が 多い ．

C ．青木累 層

　青木累層は 調査 地 域 南部，西
〜

西北部 に かけ て ほ ぱ

NNE 〜SSW 方向 に 分布 し， 岩相 に より上下 に 2 分さ

れ る。すな わ ち ，
い ずれ もブ リ ッ シ ュ 型 の 互 層 を特徴

とする が ，下部層が 泥 岩 お よ び 泥岩優 勢互層 を主 とす

る の に くらべ 上部層は 泥 岩， 泥岩優勢互 層の ほか に砂

岩優勢互層が 発達して い る．

1 ．下部層

　本 層は 下 部 小 立 野 入 砂 岩泥 岩層 ・細 田砂岩泥 岩互

層 ・
西京 （に しぎ ょ う）泥岩層 ・浅 川 泥岩層 （上部）

か らな る．い ずれ も主 と して 暗灰色泥岩 と砂岩泥岩の

細 互 層か らな るが ，西京泥岩層 に は 1m 程 度 の 砂岩 が

は さまれ る こ とが あ る．ま た，西京泥岩層の 上 限 に は

厚さ 数 m の 流紋 岩質緑 色凝灰 岩層が 挾在す る．下部小

立 野 入 層 に は細礫 岩層 ・含礫泥 岩層が は さ まれ る こ と
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120 北部 7
オ
．
ッ

サ ・マ グナ 研究 グル ーフ

第 1 表 層　　序　　・　文す　　上ヒ　　表

　　　地 域
標 準

層 序

　臼
麻 績 川 流 域

　 （水野 ，19 ア 6 ）

庫 川 ．1二 流 域

　 竹内
　 〔　 　 　 　　 1 ワ ア 6 ）
　 坂 本

’
土 尻 川 上 流 域

〔繻 ・1… ）

裾 花 川 ．L．流 域

（縲
『桝 1・・6 ）

土尻川 下流域〜犀川

　 　（鈴 本 　19 ア 6 ）

裾花 川 中 〜下 流 域

　　　 〔矢野 ，1976 ）

豊 野 層

豊 野 累 層

猿 丸 層
日 影砂 堵礫 岩層 　　　 上 部砂 岩礫 岩鬮

猿 丸層
　 　 　 下部礫岩砂堵 層

上

部
一

田 ノ頭　　　　あづ め 沢

泥岩層　　　 礫岩層
荻久保砂 岩泥岩層

柵
　

　
　

層

聖 山火砕 岩層
井戸 入沢　　 　戸隠

砂岩 泥岩周　 火砕岩層

荒倉山　　　　　広 瀬

火砕岩層　 　　 　 泥岩層

中

部
一
．
下
．

部
長

．
岩礫岩 砂岩泥岩層 長岩礫 岩砂岩泥岩 層 権 田　 　 　 　 高府

礫 岩砂燈層 　　 泥 岩層
平床沢砂 岩泥 岩層

城 隙 岩礫 岩層　瀬脇
　　　　　　　泥 岩 高府泥岩層

市之 瀬砂岩層

上

部
込地礫岩砂岩泥岩層 込地礫 岩砂岩泥岩層

飯 森砂 岩層

小

川

層

舟久保 泥岩層

高桑凝灰 岩層
境 ノ寫砂岩 泥岩層． 境 ノ 宮砂岩泥岩届．

下

部
瑛 夾炭層 山 清路 礫岩砂岩層 裾花凝灰 岩層

差 切礫岩砂 岩層

柳沢 砂岩混岩層

　　、
青

木

層

上

部
赤 松泥岩砂 岩層

上邪 小立野入

　 砂 岩泥岩層
干見砂岩泥 岩層 浅川泥 岩層

．T二見砂岩泥岩層

下

部
細 田砂岩 泥岩層

下部 小 立 野 入

　 砂 岩泥岩層
西京泥 岩層 西京泥岩層 西京泥 岩層

別 所 層 明 科黒色泥 岩層 明斜 黒 色泥岩層

が あ り，石灰 質 ノ ジ ュ
ー

ル も しば しば 含 まれ る，犀 川

背斜軸部付近に は ス ラ ン プ構造が 多い ．

2 ．上部 層

　 本層 は 赤松泥岩砂岩層 ・上部小立 野 入砂岩泥岩層 ・

千見砂岩泥 岩層
’2一

柳 沢砂 岩泥 岩層 ・浅 川 泥 岩層 （上

部 〉か ら な る．い ずれ も下 部 で は ブ リ ッ シ ュ 型 の 互層

が 多い が 上部で は 泥岩層が 多い ．一
般 に 互層を搆成す

る砂岩は，単層下部 で は級化搆造 ， 上部 で は植物片 に

よる平行葉理 が 発達 して い る．礫岩層は全体 に 少 ない

が，美麻 （み あ さ 〉村付近で 最 も多く全層厚 の 5 〜7 ％

を 占め て い る．礫 は チ ャ
ート を主 とす る中礫 な い し細

礫 か ら な る．泥岩は
一般に 均 質で 風化 に よ り小片 に割

れや す い ．ま た 数 cm の ノ ジ ュ
ール を含 む こ ともあ る．

一
般 に各部層 とも炭質物 に よる 葉 理 の 発 達する砂 岩 ・

＊ 2 従来 小川 層 下部 と さ れ て い た T一見層の 大部分 は ，本 地 城 南部 に 分 布

　 す る青 木．層．ヒ部 （1二部 小 SJ／llfJ・入 層
・
赤 松層 ）に 連 続す る こ とを確認

　 　した の で こ れ を
．
背木層 に 禽め た ，

泥岩 が 多い が ， 赤松泥 岩砂岩層中 に は 厚 さ 1cm 程 度
の 炭質物 レ ン ズ が し ば しば は さ まれ る．千見砂岩泥岩

層 や 柳沢砂岩泥 岩層 の 砂岩優勢互層部 は数 10m の 厚

さ で 発達 し，連 続性 が 良 い ，

D ．小 川 累層

　小 川累層は NNE − SSW の
一

般走 向 をもち，本地域

中央部 に 分布す る．主 と して 砂岩 ・
礫 岩 ・

泥岩
t・砂 岩

泥岩亙層か ら な る．一般 に 分布 の 南方 ほ ど粗粒 で あ り，

北部 で は砂泥 互 層が 卓越 し て い る．また，東部 の 長野

市周 辺 で は 多量 の 酸性凝 灰 岩類 ・熔岩類 が 分布 し， 冠

着 （か む りき〉山
．
， 麻績 （お み ）

．
盆地 周辺 に 連続 して

い る．本層も岩相 や 層準 に よ る 発達地 域 の ち が い な ど

か ら，上 下 に 2 分 され る．

1 ．下部層

　本層 は 差切 礫岩砂．岩 層 ・重 夾 炭 層 ・
高桑（こ うそ う）

凝 灰 岩層 ・裾花凝灰 岩 層 ・山 清 路礫 岩砂 岩 層 か ら な

N 工工
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る．生坂 山 地 に 分布 する差 切礫岩砂 岩層と そ の 上位 の

重 夾
．
炭 層 は，青 灰色 〜茶 褐色 の 中粒

一
細 粒 砂岩や 中

〜細礫岩 を主 とし，灰色
〜

暗灰色均質泥岩を挾 ん で い

る．両 層と も砂岩 は
一般 に 塊状 を呈 し，細礫

〜中礫 に

よる平行葉理
・
斜交葉理 が しば し ば 発 達す る．礫 岩 は

チ ャ
ー

ト ・石 芙
・
硬砂 岩

・
泥岩

・
緑色 火 山岩 ・黒 色片

岩 ・花崗岩な どの 亜円礫 〜円礫 か らな り，両部層 を通

じて礫 種 に 大差 は な い ．差切礫 岩砂 岩層 の 中
〜

上部 に

は カ キ 化石 層 が 発達 し，込地 向斜 東翼 で は 17 枚 ，西翼

で は 3枚挾在 して い る．重夾炭層の 下部〜中部の 砂岩

層中 に は 砂 管が ，ま た 中部
〜

上 部 に は 石 炭層が 発達 し

て い る．また最上 部 に は ， 最大層厚 15m の 軽 石 質凝灰

岩層 お よ び植物化石 を多産す る細粒凝灰岩層 （坊平凝

灰岩層 ， 森 下 ほ か ， 1957）が 挾 ま れ て い る．込地 向斜

南部 で は岩相 の 差 異か ら差切
・
重 の 2 部層に 区分 さ れ

るが ，北部で は しだ い に 層厚が 減ずる と と もに 岩相 の

差 もな くな る た め ， 山清路層 と して
一

括 して い る．本

層 は 分布 の 西部〜
南部 で は こ の よ うに砕屑岩類 か らな

るが ， 長野市周辺 で は 多量の 酸性凝灰岩 ・熔 岩類 （裾

花凝灰岩層）か らな り，南方 に 連続 し聖 山東 麓
〜

南麓

をへ て 込地 向斜 の 高桑凝灰岩層 に 連続 して い る，裾花

凝 灰岩層は 長野市周辺 で は岩相 や 岩質の 差異 か ら上 下

に 二 分 され る．

2 ．．．王二音β層

　本層は 調査 地 域 南部 の 大姥 山 （お お ば や ま）周辺 お

よび 込 地 ・
長岩付近 に 分布す る 込 地 礫 岩砂岩泥岩層，

東部地域 に 分布す る舟 久 保 泥岩 層 ・飯 森 （い も り）砂

岩層，北部地域 に 発達 す る境 ノ 宮砂岩泥岩層 か らな る．

　込 地 礫 岩砂 岩泥 岩 層 は 込 地 付 近 で は 黄灰 色 〜
青 灰 色

砂質泥 岩 お よび 中
〜

粗粒砂岩 を主 とし，礫 岩層 ・
石炭

層を挾在す る．石炭 層 （上 位 の 長岩礫 岩砂岩泥岩層を

含 め て ）は 込地 向斜 の 東翼 で は 14枚，西翼 で は 9枚確

認され，よ り東方 で 発達す る こ と を示 して い る．大姥

山付近 で は大部分 が 粗粒砂岩 一中礫 岩 か らな り，大規

模 な斜層理 が 発達 して い る．本層は 北方へ 岩相 が しだ

い に 変化 し，砂 岩泥 岩 の 互 層 が 発 達 す る よ うに な る．

　境 ノ宮砂岩泥岩層は 主 と して 泥 岩層 ， 砂 岩泥岩互 層

か らな り，10数 cm 程 度 の 炭質物葉 理 に 富む砂岩 層

と，IO〜60　cm の 泥岩層 との 互層が一般的 で ある．

　飯 森砂岩層 は 裾花凝灰岩層 の 上 に
一

部不整合 に 重な

＊ 3 第 2 図 で は 高府泥 岩 層相 当層 と して
一括 して 表 現 して あ る．

＊ 4 第 2 図 で は 権 田礫 岩砂 岩層相 当層と して
一

括 して表 現 して ある．

る．本 層の 基底 部 に は裾花凝 灰岩層 の 亜角礫 か ら な る

厚さ lm 程 度の 基底礫 岩 が 断続的 に 分布 す る．本膚は

主 として中粒砂岩 か らな る が ， 北方に 岩相変化 し泥岩

優勢 と な る．
’

E ．棚累層

　本地域 中央部 に 最 も 広 く分 布 し，西 部 で は NNE −

− SSW 方向 ， 東部で は NE − SW な い し ENE − −

WSW 方向の
一

般走 向を示 して い る．下位 の 小 川 層以

上 に岩相 の 側 方変化 が 著 しい ．本層は岩相 に よ り， 上

中下 の 三 部 層 に 区分 さ れ る．

1 ．下部層

　本層 は 権 田 （ご ん だ ）礫 岩砂 岩層 ・
高 府 泥 岩 層

・瀬

脇泥 岩層翫
市 之瀬砂 岩 層

’“・
城 下砂 岩礫 岩暦

” ・平

床沢砂 岩泥岩 層 ・長岩礫岩砂岩泥岩 層
S4

か ら な る。小

川累層以上 に 岩相 の 側方変化が著 しく，高府 向斜 ・城

下向斜地域 で は 全層準 に わ た っ て 南部 の 礫岩砂岩層と

北部 の 泥 岩層とが 大規模 な指交関係に ある．こ れ は凝

灰岩鍵 層に よ り確認 さ れ ， 地質図 に 示 さ れ て い る．

　高府 泥 岩層 ・瀬 脇 泥 岩 層は わ ず か に 砂 岩層 ・砂岩泥

岩互層 をは さむ 暗灰色均質泥岩 を主 と し， 泥岩層内部

の 岩相変化 は 少 な い 単調 な泥岩層 で ある．

　権 田礫 岩砂 岩層中 の 砂岩 は
一

般 に と うた が 悪 く， 石

灰 質 ノ ジ ュ
ール を多 く含 み，平 行 葉 理 や 斜交葉 理 が 発

達 して い る．礫 岩も
一

般 に と うた が 悪 く， 基質 は細粒

〜
粗粒砂 か らな る．礫 は 主 に チ ャ

ー
トで，そ の 他 に硬

砂岩 ・結 晶 片 岩 ・石 英 ・粘板岩 ・花 こ う岩 ・緑色火 山

岩な ど を含 ん で い る．

2 ．中部層

　本層 は聖 山火砕 岩層 ・荒 倉山火砕 岩層 ・戸隠 火 砕岩

層
・
広 瀬 泥 岩層 ・井 戸 入 沢 砂 岩 泥 岩層か ら な る，

　荒倉山火砕 岩層 と 戸隠 火砕岩層 は 含 カ ン ラ ン 石 普通

輝 石 安 山 岩 〜
角閃 石 安 山岩 の 熔 岩 ， 同 質 の 各 種 岩 相 の

火砕 岩類 を主体 とし，泥岩 と火 山性砂 岩礫 岩 を少量 と

もなう．こ れ らの うち主 として 角閃石安 山岩 中 に は ，

は んれ い 岩 ・角閃石 巨 晶 が しば しば 含 まれ て い る．荒

倉山火砕 岩層は 西部で は 砕 屑物質 をあ ま り挾 まな い

が ，地 蔵峠 よ り東方 で は 中部層準 に 層厚約 200m の 泥

岩層が 挾 ま れ ， 東方 の 広瀬泥岩層 に 連続 して い る．戸

隠火 砕岩層 は 西岳付近 に お い て 最大層厚を示 し，南西

方向 に し だ い に 厚 さを減ず る と と もに 岩相 も変化 し砂

〜
泥 質物が含まれ るように なる．そ して 田 ノ頭付近 よ
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り南方で は泥岩主体 の 井戸入沢砂岩泥岩層 に 移過 して

い る．

　聖 山 火 砕 岩層 は ， 複輝 石安山岩〜カ ン ラ ン 石普通輝

石安山岩 の 熔岩 ， お よ び 同質 の 火砕岩か らな り，泥岩

や砂岩などの 砕屑岩層は挾 まな い 。本層の 層準 に つ い

て は 多 くの 議論 が あ る の で 項 をあ らた め て の べ る．

3 ．上部層

　本層は棚累層中部層 に 整合 また は
一

部不整 合に 重な

る地 層で あ り，日影 向斜地域 で は あずめ 沢礫 岩層 と，

こ れ と同時異相 の 田 ノ頭泥岩層か らな り，折橋 向斜地

域 で は 荻久保砂岩泥岩層か らな る．

　 あずめ 沢礫岩層は 貝化石 の 破片 を多量 に 含 む 火 山 性

黒色砂 岩や ， そ れ と同質 で とうた の 悪 い 礫岩 を主 とす

る，本層は主 として 戸隠 山乱 西岳の 北斜 面 に 分布 す る

が，分布 の 北部で は 戸隠 火 砕岩層 を
一

部浸 食 して それ

を不整合 に おお っ て い る．礫は輝石安 山岩質 の 巨角礫

か らな り，その ほ とん ど は 戸隠火砕岩 層起源 で あ る。

　田 ノ頭 泥岩層は ，そ の 下 部 で は 暗 灰 色塊 状 砂 岩 ， そ

の 上 部で は葉理 の 発達 し た層理 不鮮明 な砂質泥岩 か ら

な る。全体 に 石 灰 質 ノ ジ ュ
ー

ル や生痕化 石 に 富み ， 玄

能 石 もしば しば 含 まれ て い る，下部 に は酸性凝灰 岩層

が 7 枚挾まれて い る，

　荻 久保 泥岩層は 暗灰色泥岩を主 とし，灰 色砂岩礫

岩 ・白色酸性凝灰嶽 を挾 む 。本層は ， 荒倉 山 火砕岩層

と接 す る 付近 で は 砂岩礫 岩 層に 移 過 して い る．礫 は と

うた の 悪 い 巨礫
〜

中礫 岩 で あ り ， ほ と ん ど の 礫 が 荒倉

山火砕者層起源 と思 わ れ る安山岩質火 山岩 で あ る．

F ．猿丸累層

　本 層は 日影 ・折橋 の 両向斜 地域に 離れ て 分布 して お

り，全体 として 粗粒 な砕屑 岩層か らなる．本層 に は 酸

性凝灰岩層 が 4 層準 に わ た っ て 鋏 まれ て お り， 最 上 位

の 凝灰岩層 （t4タフ ；斉藤 ， 1956）は熔結して い る．岩

相に より上下 に 2 分 さ れ る，

1 ．下部層

　本層 は 日 影 向 斜 地 域 に 分 布す る 日影砂岩礫岩層下部

と， 折橋向斜地域 に 分布す る猿丸砂岩礫 岩層下部 とか

らな る．

　猿丸砂岩礫 岩層下部 は，青灰 色〜褐灰色 で 細粒
〜

中

粒 の砂岩を主とし，細礫 〜中礫岩層 ・白色 石 英安 山 岩

質凝 灰岩層 を挾 む．砂 岩層は 塊状 の もの が 多い が，礫

をま じえ た り斜交葉理が発達す る こ と もある．礫 岩層

はtw　IOcm 〜10　m の 厚 さで，礫 は チ ャ
ー ト ・

硬砂 岩 ・

ホ ル ン フ ェ ル ス ・ア プ ラ イ ト ・
緑 色凝灰岩 ・石 英閃緑

岩 ・
吩岩 ・

頁岩 ・流紋 岩 ・安山岩な どか らな る ；

　日影砂岩礫 岩層下部は，主 と して塊状 砂 岩 と砂 岩泥

岩層か らな る．塊状砂岩は と うた が 良 く， 直径 20　cm
程 度 の 石灰質 ノ ジ ュ

ー
ル をしば しば 含ん で い る．砂岩

泥 岩耳層 の 層理 面 に は 細礫 が 挾 まれ る こ とが 多い ．

2 ．上部層

　本層も下部 層 と同様 に，日影 向斜地域 の 日影砂岩礫

岩層上部 と ， 折橋向斜地 域 の 猿丸砂岩礫 岩層上 部 か ら

な る．

　猿 丸砂岩礫 岩層上 部 は一t 主 と して 礫 岩砂 岩 の 互層か

ら な り，泥岩 お よ び 石 英安 山岩質凝灰 岩 をは さむ．礫

岩は 中〜
大礫 岩が 多 く， 礫種 は 猿丸累層下部層 と 同様

で あるが，そ の ほ か に花 こ う岩 ・結 晶 片岩 ・大峰 熔 結

凝灰岩 な ど も含 まれ る．本層中部 に は さ まれ る凝灰岩

（t4タ フ ） は
一
部熔結 して い る，

　 日影 砂 岩礫 岩層上 部 は，と うた の 良 い 直 径数 cm

〜10数 cm の 亜円礫 〜円礫 か らな る．礫 岩の 基 質 は 少

な く，礫 種 は チ ャ
ー

ト
・
硬砂 岩 ・石 英斑 岩 ・

頁岩 な ど

か らな る．

N ．地質搆造 の 特徴

　調査地域 は ， 中新世 中期
〜

鮮新 世 に か けて の 海成層

が 顕著 に 褶曲 して お り， 新潟 ・
秋 田地域 に発達する褶

曲構造 とならび ，
い わ ゆる グ リン タフ 地 向斜 に み られ

る 大規模 な褶 曲地 帯 の 1 つ として 知 られ て い る．

　調査地域 の 褶曲構造 は，幅数 km で 並走す る い くつ

もの 向斜 ・背斜で構成 さ れ て い る が ，全体 と して は 1
つ の 複向斜 をな して い る．それ に対 し調査地 域東方の

い わゆ る中央隆起帯は，中新 世 前〜
中期 の グ リン タ フ

層 とそれ を貫 く花 こ う岩類 の 分布 する地 域 で あ り ，

一

種 の 複背斜 をな して い る． こ こ で は 褶曲構 造 は あ ま り

発 達 せ ず，西側 ， すなわち調査地域 で あ る複 向斜 地 帯

との 構 造的差異は明瞭 で ある．

　第 5 図 は こ の 地 域 の 構 造要素を簡略化 して 表現 した

もの で あ り， 第 6 図は走 向線図 で ある．図 か ら 明 らか

なように ， 地 層の 分布 を大 き く規 制 して い る の は南北

方向 に 雁 行 状 に 配列 した 向斜構 造 で あ り ， 向斜問 に 存

在 す る背斜構 造 は 従属 的 と い える．した が っ て，こ の

褶 曲構造 は ベ ロ ウ ソ フ （1954）の 分類 に よれば基本的

に は 櫛形褶 曲 とな る （第 3図 ）．向斜構造の 顕 著 な もの

は南 か ら込地 ・高府 ・日 影 向 斜 と よば れ ， 軸長はそれ
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第 4 図 　 長野 県 北 部 地 域 第 三 系 柱 伏 図

　　1．濁 沢源流　2．天神山横谷　3 ，上楠川　4 ，上楠川〜西岳　 5．山角〜中田　 6，町一一ma戸　 7，桑 ノ 木沢〜小根山　9．高地 Jll　 9．111滑路 　10．麻績川　11，裾
　　花川下 流　Ni．西京 泥岩層　Se．千見砂岩 泥岩層　Sak，境 ／ 宮砂岩泥岩層　Hi，平床沢砂岩泥岩層　Ido．井戸入沢砂岩泥岩層　Tan，田 ノ頭泥 岩層　Hik．日影砂岩礫岩

　 　層　 TD．戸隠火砕岩層　Ta、高府泥岩層　 Ar．荒倉山火砕岩 層　Uod．上部小立野入層　Sau，山清路礫 岩砂 岩層　Ks，高桑 凝灰岩 層　 Ho．細田砂岩泥岩層　 Ak．赤松泥

　　岩砂岩 層　Sa．差切 礫岩砂岩層　Shi．重夾炭 層　Ko．込地礫岩砂岩泥岩層　Su．裾花凝 灰岩層　Im．飯森砂 岩層　Og，荻久保砂岩泥岩 層　Sar．猿丸下部・上部層

　　T ・y．豊野累層
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第 5 図 　構 　造　 図

　　 1 ．洪積世初 期安山岩 質貫入 岩　 2 ．鮮新世

　　グく石卆岩美頁　　3　，　累層土竟界　　　4 ．　「匙斤層　　　5 ．　褶

　　曲軸

そ れ 24km ・25　km ・30　km で あ る．向斜構 造 に は そ

の 他，高府向斜 の 南西翼部 に み られ る 曲尾 （まが りお ）

向斜 ， 長 野 市西方 に 発達す る 七 二 会 （な に あ い ）， 城下 ，

折橋 の 各向斜 が あ り，軸長 はそれぞれ 6km 　・5km
・8km ・9krn で あ る．した が っ て 軸 長の 点 で 前者

は後者 に 比 べ 3 〜 4 倍に達 して お り， 著 し く長 い もの

で あ る．ま た，規制 さ れ て い る地 層の 層厚や 分布 に っ

い て も大 きな違 い が認め られ るが ， こ こ で は軸長に注

目 し， そ の 値が 25km 以上 の もの を第 1 級，10km 以

下 の もの を第 2 級 の 構造 と 呼 ぶ こ とに す る．

＊ 5 こ の 傾 向は ，高 府 向斜 地 域 で 最 も顕 署 で あ るが ，ti影 ，込 地 両 向 斜

　 に お い て も そ の 北 部 で は 同 様 の特 徴 を 示 し て い る ．

　第 1級 の 構造 は 次 の ような特徴 をも っ て い る．すな

わち，1） 向斜軸 の 配 列 は い ずれ も NNE − SSW 方向

で あ り， 軸間距離 （半波長）は 約 5km で ある，また，
い ずれ も軸跡 は 北 東端 で NE − SW 方向 に 方 向転換す

る傾 向 を示す梵 2） 込地 ・日影 の 両向斜 は，南半部 で

は東西両翼 とも 60
°〜80

’
の 急傾斜 を示 して い る．と く

に，込地 向斜西翼 部 で は 信州新町 か ら下 田 まで の 約

15km に わ た り垂 直
〜

逆 転構造 を呈 して い る e　 3＞ 高

府 向斜 は 底 部 が 平坦 で ，・か つ 両翼 の 地層の 傾 斜 も 3ぴ
〜50

°
程度で ゆ るやか な舟状盆地 の 形 態 を示 して い る．

4）　こ れ らの 向斜 に は さ まれ て 野間 （の ま） ・
犀 川 ・

西京の 各背斜が 存在 して い る．こ れ らの 背斜 は 両翼 の

傾斜 が 向斜部よ りも大 き い と い う傾 向 を 示 し，さ らに

西翼 に 比 べ 東翼の傾斜 が よ り大 きい とい う特徴 が あ

る．した が っ て こ れ らの 背斜 は 形 態的 に は 片 面箱型背

斜 と い え る，5）　背斜軸部 に 断層の 存在 して い る もの

が 多く，犀 川背斜，西京背斜 で は 軸 面 に沿 う逆断層が

存在す る．さ ら に 西 京背斜 の 北 東部 で は ， こ の 逆断層

が お しかぶ せ 断層 に 移 過 して い る．犀川断層 ・
持 京（も

ちぎ ょ う）断層は そ の 典型 で あ る．持京断層北 東部 で

は ， 軸面 の 傾斜 が 約 50bNW で ， 東翼 部に 逆転層 を伴わ

れ るように な O，さ らに 北 東部 で は ス ラス トに か わ っ

て い る，6） 背斜 構 造 軸部付近 を境 に して各層 の 層厚

が 急変 する こ とが 多い ．

　第 1級 の 襯 曲構 造 の 性 格 に 対 して ， 第 2 級 の それは

よ く類似 した点 もみ られ る が ，
い くつ か の 点 で 基本的

な性格 が 異 な っ て い る．すな わ ち，1） 褶曲軸 は 曲尾

向斜
・
背斜 を除 きい ずれ も第 1級 の構造 方向 と異 なり

NE − SW 方 向を有 し て い る．2） 背斜，向斜構 造 が 同

等 の 規 模 をも っ て 並走する特徴が ある．3） 翼 の 傾斜

が 第 1級 の 糟 曲構造 と似 た特徴を示す もの と して ， 住

良 木背斜 ，城 下向斜 が あ る が ，そ の 他の もの は い ずれ

も両翼 の 傾斜 が 50D〜80
°
の対称 的 な値 を有 し，軸面 が

ほ ぼ 垂直 に 近 い 襁曲構造 で あ る．

V ，討論

A ．従来 と異なる層序関係 に つ い て

　筆者 らが 後 に 述 べ る よ うな構 造発達史を得る う え で

重要 と考 えた 層序関係 は 多数 あ っ た が
， その 中で も と

りわ け犀 川背斜 両 翼 の 対比 ， 荒倉山 火 砕岩層 と下位 層

との 関 係，そ し て 聖 山 火 砕 岩 層の 層準 な ど の 問 題 は 重

要 な こ とで あ っ た。

　以 下 に こ れ ら の 問題 に つ い て 筆者 らの 見解 をま とめ
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て み た い ．

　　1 ．犀 川背斜 両翼 の 対比 に つ い て

　 犀 川沿 い に ほ ぼ NNE − SSW 方 向 を と っ て 連 続す

る，特徴的な ス ラ ン プ 構 造 ・急傾斜
一

部逆転層を含 む

地帯 は ， 北 部 フ ォ ッ サ ・マ グナ地 域 の 構 造発達史 を考

えるうえで も重要 な 意 味 をもつ もの で あ る が，従来特

に こ の 地 帯だ け に 注 目 した 研 究 は 少 なか っ た．

　 しか し本間 （1931）は，構 造的 に み る と北部 フ ォ ッ

サ ・マ グナ地 域 の い わゆ る褶曲区内に お い て ， よ り激

しく地 層 の 褶 曲 した 地 帯 が 背斜軸部 に 相 当 して い る事

実 を指 摘 し ， その 成 因に つ い て論 じた．また 小 川 累層

を岩相 に よ り東筑 （とうち く）相 と水内 （み の ち〉相

と に 分 け，そ の 境 界 を お お よそ 犀 川 に 沿う地 層急傾斜

帯 に 置 い て い る，その 後 こ の 東筑相 と水 内相 とが 直接

ど の ような関係 に あ る か，また 両 者 の 関連 して い る こ

の 地 帯 の 構造 に つ い て 論 じた い くつ か の 報告 が あ る．
SAITO （1961）は，こ の 地帯 に は南北方向 に 延 長 お よそ

15km の 断層が 走 っ て お り，そ れ に沿っ て 西側 ブ ロ ッ

クが南部 で は 落 ち込 み，北部 で は衝上 して い る と述 べ

て い る ．田 中 ほ か （1961）も こ の 地帯 に 断層が 存在す

る と し， 犀 川 破 砕 帯 とよ ん だ ．富沢 （1964）は，こ の

地域 の 構造 が 東翼側 の 逆 転 し た 傾 倒 背斜構造 で あ る と

し，犀 川背斜構造 と よ ん だ ．犀 川 団 研 グル ープ （1966）
は ， と くに こ の 地 帯の 構 造 に 注 目 した 調査 を行 な い ，

内 部 の 構造上 の 特徴 を 明 らか に した，そ して ， こ の 地

帯 を 「犀 川 に 沿 っ て そ の 長 さ 約 35　km ，幅 150　m

〜2500m で ，　 NNE − SSW 方向 に 地 層が 著 し く
’
擾乱 さ

れ て い る地帯」 と規定 し，「犀 川 擾乱帯」と よん だ。

　筆者らの ひ と り竹内 は 山 清 路 周辺 を，坂 本 は そ の 北

方信州新町 周辺 の 調査 を行 な い ，野平付 近 に お い て 急

傾斜 な が らも断層 をともな わ な い 背斜構造を発見 し，

両翼 の 対比 を行 な っ た．そ の 結 果，山清路礫 岩層の 基

底部 （差切 礫 岩砂 岩層の 基底部 ）が 大姥 山塊状砂岩 層

（犀 川 団研 グ ル ープ，1966）の 基 底 部 に 連続する こ と

が 明 らか に な っ た （竹 内
・
坂本，1976）．ま た ， 竹 内 ・

矢野 ・水野 ・
鈴 本 は 美麻村南部 に お い て ， 土 尻 川 流域

に 発達す る 千見 層 が 上部 小 立 野 入層 （藤本 ほ か，1946÷

と同
一

層準 で 連 続する こ と をた しかめ た。そ の 結果 か

ら ， 筆 者 ら は，従来小 川 層に 含 め られ て い た 千見層を

青木層 （上部 ） と した ．こ れ ら の こ と を手が か りに し

て 上下位層 を次 々 に 対比 さ せ た 結 果，従 来判然 と し な

か っ た 込 地 向斜 と 高府 向斜 の それ ぞ れ を 構 成する各層

の 層厚変 化や，横方 向へ の 層相変化 が か な り明 ら か に

な っ た （V − 2 参照 ）．

　断層破砕帯 （擾 乱帯 ）と よば れ て きた こ の 地 帯 は 確

か に 地 層 の 破砕 ・擾乱 が は げ しく， 東 西 両向斜地域 と

構造的 に も大 きなちが い が あ る と い え る．しか し， こ

れ は 基本 的 に は 二 つ の 向斜間 に 存在する
一

つ の 背斜部

で あ り，そ の 点 で は，高府 ・日影 両 向斜 間 に み られ る

西京背斜 と も同 じ性格 を も っ た もの と み る こ とが で き

る．

2 ．荒倉山火砕岩層と下位層 との 関係

　荒倉山火砕岩層と下位 層 との 関係 に つ い て は，本間

（1931） ・鈴木 （1938） ・藤本 ほ か （1946）らに よれ

ば ， 整 合漸移，一部 で 不整合 の 関係 と され ， 富沢（1962），

SAITO （1961〜3）ら に よれ ば ，火 砕 岩層 の 全層準 が そ

れ ま で 下位 と され て い た 泥岩層 と指交関係 に あ り， さ

らに，．上位 と され て い た地 層とも指交関係 に ある と さ

れ た ，

　筆者 らも，柵期 の 火 山活 動 が どの ような構造的位置

に 発生 した の か．ま た ， ど の よ うな運動に よ っ て 生 じ

て い る か を知る上 で， こ の 問題 は 重 要 で あ る と考え ，

調査 を進 め て きた．

　筆 者 の ひ と り矢 野 は，こ の 問題 を 明 らか に す る た め

に 火砕 岩分布地域 の 詳細 な 調 査を行な い ，従来 の 定説

や 諸 見解 と異 な る い くつ か の 結論 を得 た （矢 野，1976）．

　そ れ らを簡単 に ま とめ る と 次 の よ うに なる．す なわ

ち，

　1） 荒倉 山 火 砕 岩層の 基 底 の 火 山活動 の 開始は 全域

　に わ た っ て ほ ぼ 同時期 で あ り，しか も急 激 で あ る．

　2）　鬼無里 ．（き な さ）村北 東部 〜戸隠村上 楠川 に お

　い て は ， 火砕 岩層が 下 位 の 千 見層
・
境 ノ 宮層の 分布

　や 構造を切 っ て そ の 上 位 に 重 な っ て い る．

　3）　小 川 村 の 飯 繩 山に 分布する 火砕岩層 は，荒倉 山

　火砕 岩層 に 対比 され る もの で ， 南西 へ 傾斜 した 高府

　層を 不 整 合 に お お っ て ゆ る く西 に 傾 斜 して 分 布す

　る，

4）　中条村御 山 里 （み や ま さ 〉 で は ，火 砕岩層は ，

高府泥 岩層 の 構 造 を切 っ て，850　m 以上 に わ た っ て

け ず りこ ん で い る．また，陳 馬平 山 南西方 の 長野市

岩草付 近 で は ， 北 東 へ 15
°〜20

一
傾斜 した高府泥岩層

を切 っ て，火砕岩層が わ ずか に 南へ 傾 い て 重な っ て

　い る．

5）　高府 向斜は 従来 い わ れ て きた ように 北東方向 に

開 い た 半 盆 状 構 造 で は な く，高府付 近 を 中心 と した

舟底 型 盆 状 構造 を もっ て い る．従 っ て 向斜軸 も飯繩
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サ ・−e グ ナ 研究 グ ル
ープ

由 の 西 側 を通 り，そ の 北方 で 消滅 して い る。

6） 荒倉山 火 砕岩 層は ， 高府向斜 とは構造的 に独 立

　し た 折 橋向斜 の 構 造 に 規制 さ れ て 分布 して い る．折

橋向斜 は NE ・− SW 方向の 軸 を有 し，北東方向 に 開

　い た 半盆状搆造 を有 して い る．

7） 火砕岩層は 小 川 村
・鬼無 里 村 で は，上記 の よ う

　に 下位層 と不整 合関係 で あ るが ，長野市岩 草付近 か

　ら長 野 市街西部 に か け て は 整合漸移関係に あ り， 構

　造 も調和的 であ る．

　8） 高府向斜 地域北部の 高府泥 岩層中 に は ， 岩質的

　に は 荒倉山 火 砕岩層 と類似 し た安 山岩質 火 砕岩層 が

　挾 まれ て お り， ま た ．従 来，久 米 路 橋 火砕 岩層

　（SAITO，
1962）として 知 ら れ た 地 層が 市 之 瀬砂 岩層

　 （権田礫 岩 層相 当層）中に 挾 まれ て い る。

　こ れ らの 諸事実 は ， 荒倉山火砕岩堆積前 に 鬼無 里 村

北部 に 局部的な隆起運動が生 じ，

一
部 が 侵 食削剥 を う

け た 後，広範囲 に しか も大規模 な火 山 活 動 が 開始 した

こ と を物 が た っ て い る．そ の た め ， 隆起 の 激 しか っ た

地域 で は 下位層を 不整 合 に お お い ，
一

方 ， そ れ ほ ど の

隆起 が な か っ た その 他の 地 域 で は 整合
一連 の 関係で 火

砕岩の 堆積 が 進 ん だ．その 結果 と して ， 層位関係が地

域 に よ っ て 異な る こ と と な っ た の で あ ろ う．高府泥岩

層中に 挾在 する安 山岩質 火砕岩層は ， 荒倉 山火砕岩層

と 1司時 期 の も の で は な く，む しろ ， 大規模な火山活動

に 先 だ つ 小規模 な活動 に 由来す る もの で ，そ の 活 動 の

中心 は お そ ら く荒倉山 火 砕 岩層の それ とほぼ 同 じ と考

えて よ い だ ろ う．

3 ．聖 山火 砕岩 層の 層準 に つ い て

　従来，聖 山を中心 として高雄 山
・
篠 山な ど に 分布す

る 安 山 岩 ・玄武 岩質安 山岩を主体 とする 火 山岩類 の 層

位 的な位置 に つ い て 詳 し く報 告 した もの は な い ．本 間

（1931）， 小林 （1953）は，主に 地 形学的な観点 か ら聖

由の 形成 期 を論 じ， 前者 は そ れを第 四 紀 洪 積 世 の
， 後

者 は 第 三 紀末 の もの とする 立 場 で議 論 を進めて い る，

また，斉藤 （1954） は，聖 山基底平坦 面の 存在，下位

層 との 構造上 の 関係な ど か ら こ れを飯 繩 山 火 砕 岩層に

対比 さ れ る 第 四 紀 の 火 由 と し た．飯 島 （1956）は ， 北

部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ 地 域 内 に 分布 す る玄武岩 ・玄武 岩

質安 山岩の 地 質年代 に つ い て論 じ，聖 山 ・高雄山 ・篠

山の 火 由岩類 が 層序 的 に 裾 花層 と猿 丸相 当層 との 間に

挾 まれ る こ とや ， こ れ らの 火砕岩類 が棚火砕岩類 をは

じめ とする本地域 に 中新世 末か ら広域的に 発生 した塩

基性 火 山活動 の
一

つ と して 位 置 づ け られ る こ と な どか

ら ， こ の 活動 を柵期 の もの に 対比 して い る。森下 ほ か

（1957 ）は，火 砕 岩層が 下位 の 込地層 と漸移関係 で 接

す る こ とや ， 高桑 凝灰 岩層中 に 聖 山安 山岩質 の 集塊岩

が み られ る こ と な ど か ら， こ の 火 砕岩 が せ い ぜ い 棚層

堆積 時 の 活動 で は な い か との 予 測 を述 べ た．

　以上 の ように，聖 山火 砕岩類 の 層位 関係 に つ い て は，

従来 か ら い くつ か の 議論 が あ る。しか し，今 だ に 確定

的な説は ない とい え よ う．筆者 ら も， こ の 火 山岩類 に

つ い て は，まだ 詳 細な調査 を行な っ て い な い の で 細 か

な検討 は 差 し控 え た い ．しか し，灰 原層中 （SAITO，

1962）に 挾在する．熔結凝灰 岩層は ， 飯 島 （1956） も述

べ て い る よ うに 猿丸地 域 の 猿丸 上 部 層中の 凝 灰 岩層に

非常に よ く似 て お り， そ れ が 篠 山 ・高雄 山 の 火砕 岩

層 ・熔 岩 を不 整 合 に お お っ て い る こ と，そ の 上 位 に は，

さ ら に 水平 な W 一
ム 質粗 粒砂 岩層 ・シ ル ト層が不整合

に 重 な っ て い るこ と，込地堆積盆 と 火 山岩類 と の 構造

的位置関係 （】V 節 ），岩相 ・岩質 の 特徴な どか ら総合的

に 判断する と ， お そ ら く， そ の 活動 の 時期 は ，北 部 の

荒 倉山 ・戸 隠 山地 域 の そ れ と大 き な へ だ た りは な い も

の で あ ろ う
’
i

　 しか し t こ の 間題 に つ い て は よ り詳細 な調査結果を

も と に 改め て議論す るつ も Dで あ る．

B ．層相 ・層厚変化 の 特徴か らみ た堆積 盆

　ll1　“ で 述 べ た 各層は 岩相 だ け で な くその 層厚変化 も

著 しい ．地 層 の 層厚 変化 を解析す る こ と は堆積 盆地 の

形成 を論ずる 上 で きわ め て 重要 と思われ るの で ， こ こ

で は と くに各層毎 の 層厚変化 に 注 目 して 本 地 域 で の 特

徴 をま と め て み た．

1 ．別所期

　調査 地域 で は こ の 時 期 の 堆 積物 として ，明 科 黒 色泥

岩層が 小分布する の み で 層厚も下 限 が 不 明 な た め 750

m 以上 と見積 られ るに すぎな い ．しか し ， 長野県地学

会 （1962）に よれ ば，別 所層の 層厚 は 模 式 地 の 別 所 付

近 で は 350rn， 穴 沢
一

桂峠付 近 で は 650　m ，さ ら に 西

方 の 会 田 南 方 で は 700m ，松本大 口 沢 間 で は 1350　m と

な り， 東部か ら西部 へ 次 第に 厚 さ を増 して い く傾 向が

み られ る，こ の こ とは，す で に ，こ の 時期 に堆積盆 が

西方 に移動 して い た こ と を物語 っ て い る （小林，1957）．

＊ 6 第 2 図 は こ の 考 えの も とに 作成 して あ る．
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2 ．青木期

　下部層は露出が 少 な くその 詳 細 は っ か め な い ，上部

層の層厚変化 を第 7 図 に 示 した．

　
一般 に 層厚変化 は 走向 方 向 ， お よ び ，向斜部 な ど で

小 さ く，背斜部 ， しか も， 軸 に 直交す る 方向 で 著 し く

大 き くな っ て い る．すな わ ち ， 西 京背斜 で は 南東翼 が

1000m で あ る の に対 し， 北西翼 で は 600　m ，犀 川背斜

で は 東翼 が 500〜600m で 西翼 が 1500　m ，野間背斜 で

は 東翼 が 200m ， 西翼 で は 700m と な っ て い る．背斜

軸 部 に おけ る こ の ような層厚急変地 帯 に は ， 堆積 時の

変 形 に よ る ス ラン プ構造 が 多い ，

3 ．小 川期

　小川層下部層 は 生坂 山地 に 広 く分布する の に対 し，

上部層 は 高府向斜東翼部 に その 中心 が あ る （第 8 図
・

9 図 ）．層厚変化 の 特徴 を ま とめ る と 次 の ように な る．

　下部層の 層厚は，麻績盆地 で は 1000　m で あ る もの

が ， 西方 の 生坂 山地 で は 約 1300m に 達 し，最大 を示す

が 込地 向斜軸 の 北方延 長方 向 に 急 速 に 薄 くな っ て い

る．長野市か ら聖 山東麓〜南麓に か けて は，こ の 時期

の 酸 性 火山活動 に 由来す る裾花凝灰 岩層が 分布 して お

D ， 長野市西部付近 で最 も厚 く，1200m とな っ て い る．

また
， 高府向斜地域 で は境 ノ 宮砂岩泥岩層の うち， 小

川層下部に 相 当する地 層の 厚さが きわめ て 薄 く，こ の

時期 の 沈降 ・堆積 が もっ ぱ ら込地向斜 地 域 で 進 行 し た

こ と を物 が た っ て い る （第 4 図 ）．こ の 時期 の 堆積相 は，

前節で 述 べ た ように 青木層 の ブ リッ シ ュ 型 亙層か ら移

りか わ っ た 後 のモ ラ ッ セ相で あ り，別所 層堆積 後進行

しつ つ あ っ た中央隆起帯地域 の 全般 的隆起 が さ ら に 急

激 に な っ た と 同時に ， 込 地 向斜地域 で の 局部的な沈降

運動 が 開始 した と考 えられ る．

　本層上部層は ， 聖 山 火 砕 岩層直下 で 数 10m
， 込地 向

斜地 域 で 約 300m ，高府向斜 東翼部 で 約 700　m の 厚 さ

を示 し，野間 ・犀 川 両 背斜 の 軸 部 付近 を境 と して 段 階

的に 層厚 が 変化 して い る．こ の こ とか ら小 川後期 の 堆

積 の 中心 は，込地 向斜地域 か ら高府向斜 地 域 に 移行 し

た こ とが 明 らか で ある．

4 ．棚 〜猿丸期

．　 棚層は 上 中下 に 3 区分 され て い る．下部層 の 層厚 変

　化 に つ い て は 第 10 図 に 示 した ．下 部層 は 高府 向 斜軸 部

付近 で 層厚 2000m を示 し， 最 も厚 い ．ま た 日影向斜軸

　部 で も 800m 以上 を示す部分が あ り，そ こ に も堆積 の

中心 が 存在 して い た 可能性 が ある，高府堆積盆 の 東側

の 信州新 町 一七 二 会 に か け て も約 800　rn の 厚 さ を有 し

て い る．

　中部層 は，聖 山 ・荒 倉 山 お よび 戸 隠 山に 分布す る火

砕岩層で代表 され るが ， こ れ らは，それ まで の海域の

各層 と は ちが い ，か な り特 異な性格 をもっ て い る．す

なわ ち ， 聖 山 火 砕岩層は 込 地 堆積盆 の 沈 降中心部 か ち

北東方向 に ずれ て お り， ま た ， 野 間背斜 の 軸部 か らも

若干ずれ て い る．こ の 聖 山か ら高雄 山 ・篠 山 へ と連 な

る 火砕 岩類の 厚層部 は 明 らか に NE − SW 方 向を示

し ， 込 地 堆積盆 の それ とは 異 なっ て い る．荒倉山 火 砕

岩層もそ の 推積 の 中心 は ， そ れ まで の 高府堆積盆 の 中

心 と は 明 らか に 異 な っ て い る．す で に 述べ た ように ，

火砕岩層が 下 位 層と は 部分 的に 不整合関係 に あ る と い

う事実は ， 火 山活動 に 先 だ っ た 局 所 的な隆起 運動 が

あ っ た こ と を 示 して い る．そ して こ の 隆起 運動後 の 大

規模 な火 山活動 に よ る 火砕物質 （荒倉 山 火 砕岩層）は，

そ れ ま で の 地 層 の 主 要 方 向 と は 異 な る 折 僑 向 斜

（NE − SW 方向 ）に 規制 され て 分布 して い る．戸隠火

砕岩層 は 込地 ・高府 向斜 地 域 と は 異な り，全層準 が 日

影 向斜 の 基本構造 に 支 配 さ れ て 調和 的 に 分布 して い

る．最大層厚 は 西岳付近で 約 1500m を示 して い る．

　柵 層上 部層は，折僑 向斜 地 域 で最大約 500m ， 日影

向斜地域 で 最大 1400m を示 す．両向斜 の 間 の 地 域 に

は ， 現 在 地 層が 残 さ れ て い な い が ， 折橋 向斜地 域 の 西

縁 と 日影向斜地域 の 東縁 で は ，
い ずれ も下位層とは 局

部的な不整 合を伴 うこ と な ど か ら，こ の 時期 の 堆積盆

は 二 つ の 地域 に 分化 して い た 可能性 が 強 い ．さらに ，

折橋 向斜地域 の 本層は柵累層下部層か ら猿丸 累層 ・豊

野累層 へ と連続 し ， NE − SW 方 向の 分布 を示すの に．

対 し，日影 向斜地域 の そ れ は ， 下位 の 青木累 層 ・小 川

累層 な ど と 同 方向 の N − S な い し NNE − SSW 屶向

を示 して分布して い る．また層厚 の オーダー
も，日影

向斜地域 で は ， 1000m 以 上 で あ り，青木累層 ・
小川累

層 と基本的 に同等 で ある が 、 折橋 向斜地域 では 500m
程度に 変化 し，か な り異な っ て い る．した が っ て こ の

時期 の 二 つ の 堆 積盆 の うち ， 日影 堆積盆 は 込 地 ・
高府

堆積盆 な ど と同様 の 性格 を有 し，南 か ら北 へ 移動 した

一連 の 堆 積盆 の
一

つ と い え る の に 対 し，折橋 地 域 の 堆

積盆 は柵累層中部層 の 火砕岩の 活動 に 伴 っ て あらた に

形成 され た性格 の 異 な っ た堆積 盆 で あ ろ う，

　猿丸期 の 堆積物 は ，
日影 ・折橋両向斜地域 に分布 し

て い る．層厚は 日影向斜地 域 で は 西翼部 で 最 大 1600
m ，折橋向斜地 域 も同 様 に 西翼 部 で 1ユ00m を示 して い
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る．

　棚後 算〜猿丸期 は，向斜両翼部 で の 層厚が著 しく異

なる とい う特徴 が あ る．すなわち， 日影 向斜 地 域 で は

棚累 層上部層の 最大層厚 は 西翼に お い て 1400　m で あ

るが ， 東翼 で は 数 100　m と なる．また ， 同地域 の 猿丸

累層 も 同様に，1400m と 350m と きわ だ っ た差を示 し

て い る，折橋 向斜地域 に お い て も同様 で あ り，棚累層

上部層の 層厚は 西翼 で 500m ， 東翼 で 100〜300　m を示

して い る．こ の よ うな特徴は，青禾期 ・小川期 の 背斜

を境 と して層厚が 急変 す る 特徴 とは 異な っ て お り ， 構

造 運 動 様式 の 変化 を示 すもの と して 注 目 さ れ る．

fL1

　　　 600

　
！
冫

　 t
’

第 11図　青木層上部〜
棚層下部 の 600m ・1000m

　　　　 の 層厚線 を重 ねたもの

W ．構 造発達史

　 こ れ まで に の べ た各層の 層相
・
層厚 の 特徴 とそ の 変

化 ， 地 質構造 との 関連 ， 堆 積 盆 の 形成順 序 ， そ の 発生

様 式 な ど を整 理 して 本稿 の まとめ に か える．

＊ T こ の こ と は，内村 期以 降の 堆 積盆 の 移勤 方 向 が ，南か ら 北 へ
一

方的

　 に 進 行 した もの では な い こ と を示 して い る，

　 本論 で は 中新 世中期〜鮮新世 の 堆積 盆 に つ い て検 討

した．こ れ らの 堆積盆 は，よ り東方地域 で 中新世 前期
〜中期に か け て 存在 した グ リ ン タ フ 堆積盆 が ， そ の 後

内村期 末〜別所期 に か け て 進 行 した 花 こ う岩類 の 貫 入

に と もな っ て 隆起帯 に 転化 し，そ の 結 果 側 方犀新た に

発生 した もの と考 えられ る （小林 ， ユ957）．こ れ らの 堆

積 盆地 の うち ， 別所 ・青 木期 の 堆 積 盆 は 後 の 小 川 期
〜猿丸期 の そ れ よ り， は る か に広域的な広が りを もっ

て い た と思 わ れ る （SAエTO
，
1963）。

　 青木〜
小 川 期 の 堆 積 盆 地 内 で は ， ．すで に 現在 の 野間

背斜 ・犀 川背斜 ・
西京背斜軸部 に 相 当す る 地域 は そ の

当時か ら沈 降運動量 の 急変す る 地 域 と な っ て い た．こ

の フ ち とくに 野間背斜軸部 の 層厚急変部は，中新世申

期以降顕著 に な っ た 西側 の 沈降域 と，東側 の 隆 起 帯 と

の 境界部 に 相 当 す る構造的性格 をもっ て い る，

　 中新世後期 （小 川 期 ）に 入 り，本地域 で の 堆積 の 中

心 部 は，そ れ ま で の 高 府 付 近 か ら南方 の 生坂 山地地域

に 移動 し， そ こ に 明 瞭 な込地堆積盆 が 形成 さ れ た．こ

の 時期以降 の 堆積 盆 は，そ れ ま で の 別所 ・
青木期 の そ

れ に 比 べ 相 対的 に 小 さ く， 供給 さ れ た砕屑物 は 全般 的

に 粗粒 で あ り岩相変化 に富み ，い わ ゆ る モ ラ ッ セ 相 を

呈 して い る．小 川 期 以 降 は ，岩相 ， お よびその 変化 ・

盆地 の 大き さ ・
沈降量 な ど の 点で同様 な規模 をもつ 高

府堆積盆
・

日影堆 積 盆 が 南 か ら北方へ 段階的 に 発生 し

て い っ た
＊
： と こ ろが，棚 期 中期 に は，こ の ように

一
連 に 移動 して い っ た堆 積盆 と は 異 な る性 格 の 堆積 盆

が新 た に 発生 し て い る．す な わ ち ， 棚中期 に み られ る

荒倉 山火 砕岩層 に 代表 さ れ る，火山岩類 の 堆 積 を規 制

した 構 造 で あ る．こ れ は 込地 ・高府 日影堆積盆 な ど と

異 な る方 向 で あ り，ま た， こ の 地域 に お ける猿丸〜豊

野期 の 地 層は すべ て こ の 方向に規制され て い る よ うに

み え る こ とか ら新 た な 運動 の 開始 とみ る こ とが で き る

で あ ろ う．と くに ， そ れ が 戸隠 火 砕岩層 ・
荒倉山 火砕

岩層 ・聖 山火 砕岩層 な ど の 火 山 活動 と関連 して お り，
さ らに こ の 時期 に は 中央隆起 帯や そ の 東部 地 域 に お い

て 小諸層群 ・え ん れ い 累層 に 代表 さ れ る大規模な火 山

活動 が 開始 して い る こ とな ど を考え合わせ る と，きわ

め て 注 目すべ き こ と と思 わ れ る，

　最後 に、こ の 地 域 の 褶曲構造 に つ い て 述べ る．す で

に，鈴木ほ か （1974）は ，北 部 フ ォ ッ サ ・マ グナ 地 域

の 各種 の 褶 曲 の 形成機構が，先新 第三 系 の 基盤岩類 の

ブ ロ ッ ク化 と ， それ らブ ロ ッ クの 垂直昇 降運動 に よ っ

て 統
一

的 に 説 明 で き る と述 べ て い る．筆者 らは，まだ

こ の 地域 に お け る褶 曲構 造 の 形成機構に っ い て は 深 い
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検討 を行 な っ て い な い ．しか し，す で に 述べ た ように ，

両翼 が 急傾斜 し，向斜部 が 平 らな盆状 構造 の 雁 行配列 ，

向斜 か ら移行す る 片面箱型背斜 の 存在，方向 の 異 なる

褶曲構 造の 交叉な ど の 現 象は ， 横圧力 に よ る と考 える

よ りも， む しろ，それぞれ の 堆 積盆に 対応 した基盤 ブ

ロ ッ クの 相対的昇降運動 に よ っ て 形成 され るとし た 方

が 説 明 しやす い で あ ろ う．筆者ら は ， こ の 問題 に つ い

て は さらに 資料 を整理 し，先に ふ れ た 中央隆起帯お よ

び そ の 東側 の 鮮新一洪積世 火 山岩地域 で の 構造運動 も

含 め，こ の 地域 で の 第三 紀
〜第四紀 に い た る全体的な

構造運 動 の 將徴 をあ き ら か に した い と考 えて い る．
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The

 
Neogene

 Sedimentary Basins in Central Part of  the Northern  Fossa Magna  Region

                         NoRTHERN  FossA MAGNA  REsEARCH  GRoup

                                      (Abstract)

     
The

 Middle Miocene  to Early Pleistocene marine  sediments  have a wide  distribution in the north-
ern

 part of Nagano  Prefecture. In this area  basin-forming movements  became  conspicuous  since  the Aoki
age.

 
Consequently

 three large sedimentary  basins,that is the Komiji, the Takafu  and  the Hikage basins,
were  formed. These basins have a  general trencl of  NNE-SSW,

     
Since

 
the

 
Middle

 Pliocene time, another  new  tectonic movement  toek  place in the central  part of
this

 area,  The Orihashi sedimentary  basin with  a NE-SW  direction was  fermed as  a  result  
of

 this
movement.

 Deposits of  the early  stage  in this basin were  a Iarge quantity  of  andesitic  Iava flows and
pyroclastics (Arakurayama pyroclastics), which  cevered  unconformably  the lower Shigarami formation.In

 some  parts. 
'

     
It
 is remarkable  that the younger  basin-forming movement  of  the Pliocene time was  characterized

by a  violent  volcanism.  Similar volcanism  and  tectonism  are-found  also  in the Hijiri (Komiji) and  the
Togakushi (Hikage) districts.
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